
本
稿
は
、
二
○
○
○
年
十
二
月
二
十
三
日
に
立
命
館
大
学
文
学
部
日
本
文

学
会
国
語
教
育
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
に
お
い
て
私
が
お
こ
な
っ
た
報
告
「
短
歌
教
材

ｌ
そ
の
指
導
と
展
開
〈
共
感
か
ら
表
現
へ
〉
ｌ
」
に
、
参
加
者
か
ら
そ

の
場
で
い
た
だ
い
た
ご
指
摘
・
ご
教
示
と
そ
の
後
私
が
気
づ
い
た
こ
と
を
加

え
て
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

高
等
学
校
の
国
語
科
教
科
書
に
お
い
て
近
・
現
代
の
短
歌
は
ど
の
よ
う
に

教
材
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
か
、
そ
こ
に
は
高
校
生
に
よ
る
短
歌
表
現
へ
の

ど
の
よ
う
な
導
き
が
こ
め
ら
れ
て
き
た
か
、
高
校
生
は
ど
の
よ
う
な
教
材
に

触
発
さ
れ
て
短
歌
に
よ
る
表
現
へ
と
進
ん
だ
か
、
こ
の
三
点
に
つ
い
て
私
の

経
験
し
た
こ
と
を
報
告
し
た
い
。

若
い
人
た
ち
を
「
こ
と
ば
」
に
よ
ら
な
い
無
方
向
で
激
し
い
自
己
表
出
へ

と
追
い
こ
み
、
と
き
に
そ
の
す
さ
ま
じ
い
噴
出
に
た
じ
ろ
い
で
い
る
「
社
会
」

を
私
た
ち
は
つ
く
っ
て
し
ま
っ
た
。
あ
く
ま
で
「
こ
と
ば
」
に
こ
だ
わ
る
私

短
歌
教
材

は
じ
め
に

短
歌
教
材

ｌ
理
解
・
共
感
そ
し
て
表
現
へ
Ｉ

私
の
高
等
学
校
国
語
（
科
）
教
育
体
験
は
、
教
育
課
程
に
即
し
て
お
お
ま

か
に
言
う
な
ら
ば
、
高
等
学
校
の
一
生
徒
と
し
て
の
「
国
語
総
合
」
体
験
（
一

九
五
一
年
度
改
訂
版
学
習
指
導
要
領
〈
試
案
〉
、
以
下
〔
五
一
改
訂
時
代
〕
と
略
称

す
る
）
、
高
等
学
校
の
国
語
科
教
員
と
し
て
の
「
現
代
国
語
」
体
験
（
一
九
六

○
年
度
・
一
九
七
○
年
度
改
訂
版
学
習
指
導
要
領
、
以
下
〔
六
○
改
訂
時
代
〕
と
略

称
す
る
）
と
「
国
語
Ｉ
」
・
「
同
Ⅱ
」
「
現
代
文
」
体
験
（
一
九
七
八
年
度
・
一

九
九
四
年
度
改
訂
版
学
習
指
導
要
領
、
以
下
〔
七
八
改
訂
時
代
〕
と
略
称
す
る
）
で

あ
る
。
な
お
、
〔
五
一
改
訂
時
代
〕
は
、
当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
一
九
四
八

年
の
改
正
新
制
高
等
学
校
教
育
課
程
の
上
に
立
っ
て
い
る
。

こ
の
間
の
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
に
お
け
る
近
・
現
代
短
歌
の
教
材
と

し
て
の
扱
わ
れ
方
（
採
択
の
形
と
内
容
）
の
典
型
的
な
も
の
六
例
を
、
手
元

た
ち
は
、
今
、
短
歌
に
よ
る
表
現
に
ど
ん
な
可
能
性
を
見
い
だ
す
こ
と
が
で

き
る
の
だ
ろ
う
か
。
そ
ん
な
思
い
が
こ
の
作
業
の
根
底
に
あ
る
。

短
歌
教
材
の
形
と
内
容

大
石
征
勝

、
手
元

一
一
一
一
一
一



《
Ａ
》
は
〔
七
八
改
訂
時
代
〕
に
属
す
る
短
歌
教
材
で
、
も
っ
と
も
広
く

採
ら
れ
て
い
る
方
式
で
あ
る
。
｜
人
の
歌
人
に
つ
い
て
数
首
の
作
品
が
数
名

分
列
挙
さ
れ
て
い
る
形
で
あ
る
。
こ
の
教
科
書
で
は
、
正
岡
子
規
・
与
謝
野

の
教
科
書
に
よ
っ
て
拾
い
だ
し
て
み
た
。
次
の
《
Ａ
》
～
《
Ｆ
》
で
あ
る
。

《
Ｇ
》
は
《
Ｆ
》
に
付
随
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
各
刊
行
年
は
そ
の
教

科
書
の
刊
行
年
で
あ
っ
て
、
当
該
教
材
の
採
択
初
年
を
意
味
す
る
も
の
で
は

な
い
。《

Ａ
》
「
藤
の
花
（
短
歌
十
五
首
ご
〈
Ｍ
書
院
『
精
選
国
語
Ｉ
・
新
修
版
』

（
一
九
八
五
年
）
〉

《
Ｂ
》
「
近
代
短
歌
」
「
近
代
短
歌
の
夜
明
け
ｌ
子
規
・
左
千
夫
・
節

ｌ
」
〈
Ｋ
書
店
『
国
語
一
・
総
合
』
（
一
九
五
七
年
見
本
本
）
〉

《
Ｃ
》
「
短
歌
の
鑑
賞
」
「
潮
の
遠
鳴
り
」
〈
Ｓ
堂
『
新
国
語
総
合
〔
改
訂
版
〕

｜
』
（
’
九
五
九
年
見
本
本
）
〉

《
Ｄ
》
「
短
歌
に
つ
い
て
」
「
秋
の
蘭
」
〈
Ｍ
書
院
『
現
代
国
語
一
・
新
修
版
』

（
’
九
七
八
年
）
〉

《
Ｅ
》
「
折
々
の
う
た
」
「
作
品
」
〈
Ｋ
出
版
『
国
語
Ｉ
・
改
訂
版
』
（
一
九
九

八
年
見
本
本
）
〉

《
Ｆ
》
「
『
無
名
者
の
歌
』
抄
」
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
「
い
の
ち
ひ
と
む
き

に
」
〈
Ｃ
書
房
『
現
代
国
語
１
．
二
訂
版
』
（
一
九
八
○
年
）
〉

《
Ｇ
》
「
『
涙
』
の
歌
」
〈
Ｃ
書
房
『
演
習
国
語
Ⅱ
・
二
訂
版
』
（
一
九
九
○
年
）
〉

＊

晶
子
・
石
川
啄
木
・
斎
藤
茂
吉
・
宮
柊
二
の
五
人
の
作
品
が
三
首
ず
つ
と
り

か
め

あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
子
規
の
二
首
め
「
瓶
に
さ
す
藤
の
花
ぶ
さ
み
じ
か
け
れ

ば
た
た
み
の
上
に
と
ど
か
ざ
り
け
り
」
の
「
藤
の
花
」
が
教
材
全
体
の
呼
称

に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
方
式
は
、
教
員
も
生
徒
も
、
も
っ
と
も
敬
遠
し
た
い
形
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ど
う
し
て
も
退
屈
な
授
業
を
予
感
し
て
し
ま
う
。
私
が
一
高
校
生

と
し
て
〔
五
一
改
訂
時
代
〕
の
末
期
（
一
九
六
一
年
度
）
に
出
会
っ
た
の
も

こ
の
形
で
あ
っ
た
。
こ
の
と
き
は
、
一
人
一
首
の
作
品
を
割
り
当
て
ら
れ
、

図
書
館
で
調
べ
て
発
表
す
る
、
と
い
う
形
で
授
業
が
す
す
め
ら
れ
た
こ
と
を

憶
え
て
い
る
。
「
退
屈
な
授
業
」
を
回
避
す
る
た
め
の
先
生
の
工
夫
で
あ
っ

た
ろ
う
。
生
徒
の
稚
拙
な
発
表
を
先
生
が
逐
一
修
正
さ
れ
る
の
が
授
業
の
実

態
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
学
習
を
通
し
て
、
近
・
現
代
の
名
歌
と
い
わ
れ
る
作

品
に
つ
い
て
の
正
確
な
解
釈
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が
で
き
、
私
が
今
所
有
す

る
文
化
の
大
切
な
ひ
と
つ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
こ
の
《
Ａ
》

方
式
を
単
純
に
否
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
よ
う
に
思
う
。

短
歌
教
材
「
藤
の
花
」
に
つ
い
て
、
編
集
者
は
次
の
よ
う
な
学
習
項
目
を

設
定
し
て
い
る
。

【
研
究
Ａ
一

一
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
を
繰
り
返
し
朗
読
し
て
、
そ
の
歌
の
情
景
を
ま
と
め
て
み

し
‐
｛
』
『
ノ
◎

二
、
「
そ
の
子
二
十
」
「
人
が
み
な
」
「
お
そ
ら
く
は
」
の
短
歌
に
つ
い
て
、
作

者
の
生
き
る
姿
勢
を
考
え
て
み
よ
う
。
で
き
た
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
時
代
背
景
も

四



こ
の
方
式
の
欠
点
を
補
う
べ
く
、
非
常
に
よ
く
考
え
ら
れ
た
、
無
理
な
く

短
歌
に
入
門
さ
せ
て
ゆ
く
、
高
校
一
年
生
に
対
し
て
親
切
な
学
習
課
題
だ
と

言
え
る
。
ま
た
こ
の
課
題
設
定
は
、
担
当
す
る
教
員
に
対
し
て
、
十
五
首
の

作
品
が
い
か
に
意
図
的
目
的
的
に
配
置
さ
れ
て
い
る
か
を
無
言
の
う
ち
に
語

り
、
そ
の
熱
意
あ
る
指
導
を
促
し
て
い
る
。

た
だ
、
「
表
現
」
に
関
し
て
は
、
園
自
固
で
一
言
ふ
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る

の
は
、
「
国
語
表
現
」
を
新
設
し
て
表
現
を
国
語
学
習
の
重
要
な
柱
の
ひ
と

つ
に
位
置
づ
け
た
「
七
八
改
訂
」
の
趣
旨
に
照
ら
し
て
も
、
不
十
分
と
言
わ

調
べ
て
み
よ
う
。

三
、
「
く
れ
な
い
の
」
「
最
上
川
」
「
あ
た
ら
し
く
」
の
短
歌
に
つ
い
て
、
自
然

が
ど
の
よ
う
に
歌
わ
れ
て
い
る
か
、
そ
れ
ぞ
れ
の
情
景
を
通
し
て
感
じ
ら
れ

る
作
者
の
心
情
を
味
わ
っ
て
み
よ
う
。

四
、
十
五
首
の
中
に
歌
わ
れ
て
い
る
「
猫
」
「
玄
烏
」
「
馬
」
「
群
鶏
」
の
姿
を

思
い
描
き
、
作
者
が
そ
れ
ら
の
ど
う
い
う
と
こ
ろ
に
心
を
ひ
か
れ
た
か
考
え

て
み
よ
う
。

【
研
究
Ｂ
】

一
、
そ
れ
ぞ
れ
の
短
歌
を
、
リ
ズ
ム
に
注
意
し
な
が
ら
、
繰
り
返
し
朗
読
し
て
、

印
象
深
い
作
品
は
暗
唱
し
て
み
よ
う
。

二
、
散
文
に
な
い
独
自
の
言
葉
遣
い
や
、
倒
置
法
・
体
言
止
め
・
字
余
り
・
句

切
れ
・
三
行
書
き
の
表
記
な
ど
に
注
意
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
効
果
を
味
わ
っ
て

み
よ
う
。

開
園
自
然
や
自
分
の
体
験
を
見
つ
め
直
し
て
、
短
歌
に
し
て
み
よ
う
。

短
歌
教
材

ざ
る
を
え
な
い
。

し
か
し
、
子
規
の
、
写
生
説
に
も
と
づ
く
平
易
な
作
品
は
、
生
徒
の
短
歌

表
現
に
対
す
る
先
入
観
を
取
り
除
い
て
、
表
現
へ
と
向
か
わ
せ
る
契
機
と
し

て
活
か
す
こ
と
が
で
き
る
と
思
う
。
ま
た
、
啄
木
の
三
首
の
な
か
に
、
「
人

が
み
な
／
同
じ
方
角
に
向
い
て
い
く
。
／
そ
れ
を
横
よ
り
見
て
ゐ
る
心
・
」

「
猫
を
飼
は
ぱ
、
／
そ
の
猫
が
ま
た
争
ひ
の
種
と
な
る
ら
む
、
／
か
な
し
き

我
が
家
。
」
の
二
首
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
よ
う
な
屈
折
し
た

諦
念
や
実
存
的
な
心
境
を
詠
ん
だ
作
品
は
、
彼
の
人
口
に
謄
爽
さ
れ
た
感
傷

歌
よ
り
も
、
似
た
よ
う
な
閉
塞
状
況
を
生
き
る
今
の
高
校
生
の
共
感
を
得
て
、

そ
の
表
出
欲
求
と
響
き
合
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
高
校
生
た
ち
が
ど
ち

ら
に
共
感
を
示
す
か
、
比
較
調
査
を
し
て
み
る
価
値
が
あ
る
よ
う
に
思
う
。

な
お
、
こ
の
方
式
に
よ
る
短
歌
教
材
に
は
、
「
髪
五
尺
Ｉ
短
歌
十
五
首

ｌ
」
〈
Ｓ
堂
『
新
版
現
代
国
語
１
．
改
訂
版
』
（
一
九
七
六
年
見
本
本
）
〉
・
「
短
歌
」

〈
Ｋ
出
版
『
最
新
現
代
国
語
１
』
（
一
九
七
九
年
）
〉
１
以
上
〔
六
○
改
訂
時
代
〕

ｌ
、
「
牛
飼
ひ
が
ｌ
短
歌
二
十
四
首
」
〈
Ｓ
堂
『
新
国
語
１
』
（
一
九
七
九

年
見
本
本
）
〉
．
「
冬
ご
も
る
Ｉ
近
代
短
歌
」
（
Ｋ
書
店
『
精
選
国
語
Ｉ
』
（
一
九

八
二
年
度
用
見
本
本
）
〉
・
「
そ
の
子
二
十
」
〈
Ｄ
学
習
社
『
国
語
一
』
二
九
八
二
年
）
〉

．
「
十
五
の
心
」
〈
Ｔ
書
籍
『
国
語
Ｉ
』
（
一
九
八
七
年
検
定
済
見
本
本
）
〉
・
「
わ
た

つ
み
の
ｌ
近
代
の
短
歌
十
首
」
〈
Ｓ
堂
『
新
国
語
Ⅱ
』
（
一
九
八
三
年
見
本
本
）
〉

１
以
上
〔
七
八
改
訂
時
代
〕
ｌ
が
あ
る
こ
と
が
手
元
の
教
科
書
に
よ
っ

て
確
認
で
き
る
。

＊

三

五



《
Ｂ
》
・
《
Ｃ
》
は
い
ず
れ
も
〔
五
一
改
訂
時
代
〕
の
教
材
で
あ
る
。
両

者
の
も
う
ひ
と
つ
の
共
通
点
は
作
品
教
材
と
解
説
（
鑑
賞
）
教
材
が
セ
ッ
ト

に
な
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
方
式
に
つ
い
て
は
《
Ｄ
》
も
同
じ
で
あ
る

が
、
そ
の
内
容
の
相
違
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

《
Ｂ
》
は
「
近
代
短
歌
」
が
作
品
教
材
、
「
近
代
短
歌
の
夜
明
け
ｌ
子

規
・
左
千
夫
・
節
Ｉ
」
が
解
説
（
鑑
賞
）
教
材
で
あ
る
。
前
者
に
は
、
島

木
赤
彦
・
茂
吉
・
土
屋
文
明
・
釈
逼
空
・
晶
子
・
啄
木
・
北
原
白
秋
・
窪
田

空
穂
・
若
山
牧
水
・
前
田
夕
暮
・
木
下
利
玄
の
作
品
が
三
首
ず
つ
と
り
あ
げ

ら
れ
て
い
る
。
後
者
は
斎
藤
茂
吉
が
一
九
四
三
年
に
執
筆
し
た
「
小
歌
論
」

の
な
か
の
「
根
岸
短
歌
会
と
伊
藤
左
千
夫
・
長
塚
節
」
の
抄
で
あ
る
。
作
品

教
材
「
近
代
短
歌
」
が
赤
彦
に
始
ま
り
、
茂
吉
・
文
明
・
逼
空
・
晶
子
と
つ

づ
い
て
い
る
こ
と
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
意
図
し
た
配
置
で
あ
る
。
「
根
岸
短

歌
会
の
こ
と
」
と
し
て
、
正
岡
子
規
の
写
生
説
と
そ
の
作
品
、
子
規
門
の
歌

人
た
ち
の
交
流
、
新
詩
社
と
の
相
違
に
つ
い
て
語
り
、
「
伊
藤
左
千
夫
の
こ

と
」
「
長
塚
節
の
こ
と
」
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
と
作
品
に
つ
い
て
語
っ

て
い
る
。
「
で
す
．
ま
す
」
調
の
平
易
な
語
り
口
で
あ
る
が
、
内
容
的
に
は

高
度
で
あ
る
。

《
Ｃ
》
は
「
短
歌
の
鑑
賞
」
が
解
説
（
鑑
賞
）
教
材
で
、
「
潮
の
遠
鳴
り
」

が
作
品
教
材
で
あ
る
。
前
者
は
、
木
俣
修
に
よ
る
、
子
規
・
晶
子
・
長
塚
節

・
啄
木
・
白
秋
・
茂
吉
・
空
穂
・
文
明
・
利
玄
・
逼
空
の
作
品
を
一
首
ず
つ

あ
げ
て
の
、
高
校
一
年
生
を
意
識
し
た
、
懇
切
な
近
代
短
歌
鑑
賞
法
の
書
き

下
ろ
し
で
あ
る
。
後
者
に
は
、
子
規
・
晶
子
・
左
千
夫
・
節
・
空
穂
・
牧
水

・
啄
木
・
白
秋
・
赤
彦
・
茂
吉
・
中
村
憲
吉
の
作
品
が
、
啄
木
が
六
首
で
あ

《
Ｄ
》
は
〔
六
○
改
訂
時
代
〕
の
教
材
で
、
方
式
と
し
て
は
、
《
Ｂ
》
《
Ｃ
》
、

と
く
に
《
Ｃ
》
に
酷
似
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
「
短
歌
に
つ
い
て
」
が
解
説

（
鑑
賞
）
教
材
、
「
秋
の
蘭
」
が
作
品
教
材
で
あ
る
。
解
説
（
鑑
賞
）
教
材

が
木
俣
修
の
書
き
下
ろ
し
で
あ
る
こ
と
も
《
Ｃ
》
と
《
Ｄ
》
は
共
通
し
て
い

る
。
「
秋
の
蘭
」
に
は
、
文
明
・
逼
空
・
木
俣
修
・
佐
藤
佐
太
郎
・
柊
二
の

作
品
が
三
首
ず
つ
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

木
俣
修
に
よ
る
《
Ｃ
》
《
Ｄ
》
ふ
た
つ
の
解
説
（
鑑
賞
）
教
材
の
根
本
的

な
相
違
は
、
後
者
が
「
解
説
」
の
素
材
と
し
て
「
現
代
の
高
校
生
」
の
作
品

を
と
り
あ
げ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

「
短
歌
に
つ
い
て
」
に
お
い
て
筆
者
は
、
十
五
首
の
高
校
生
の
作
品
を
と

り
あ
げ
て
、
そ
の
学
校
で
の
生
活
・
家
庭
で
の
生
活
・
勉
強
や
家
事
・
仲
間

へ
の
友
情
や
肉
親
へ
の
愛
情
な
ど
、
「
複
雑
な
時
代
」
に
生
き
る
高
校
生
の

生
活
感
情
が
そ
こ
に
「
あ
り
の
ま
ま
に
刻
み
つ
け
」
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
明

ら
か
に
し
、
「
今
日
、
短
歌
と
い
う
文
学
」
が
、
「
我
々
の
生
活
そ
の
も
の
、

生
活
感
情
と
密
着
し
て
存
在
す
る
も
の
」
「
極
め
て
身
近
な
も
の
」
で
あ
る

る
ほ
か
は
三
首
ず
つ
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

《
Ｂ
》
と
《
Ｃ
》
の
第
三
の
共
通
点
は
、
短
歌
に
よ
る
生
徒
の
表
現
へ
の

志
向
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で
あ
る
。
わ
ず
か
に
《
Ｃ
》
の
【
研
究
の
手
引
】

の
末
尾
に
番
外
と
し
て
「
○
で
き
れ
ば
、
自
分
で
も
短
歌
を
作
っ
て
み
よ

う
。
」
と
あ
る
の
み
で
あ
る
。

＊
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こ
と
を
懇
切
に
説
い
て
い
る
。
ま
た
最
後
に
、
「
更
に
、
自
ら
も
、
再
び
は

有
り
難
い
こ
の
人
生
に
お
け
る
体
験
や
日
々
の
生
活
に
お
け
る
感
動
を
と
ど

め
て
お
き
た
い
と
欲
す
る
者
は
、
短
歌
表
現
を
試
み
て
み
る
が
よ
い
。
そ
の

よ
う
に
し
て
な
さ
れ
た
作
品
は
、
各
自
の
心
の
ア
ル
バ
ム
と
し
て
、
こ
の
世

に
生
き
た
一
筋
の
軌
跡
を
永
遠
に
と
ど
め
る
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
」
と

表
現
す
る
こ
と
へ
導
い
て
い
る
。

こ
の
教
材
は
短
歌
と
い
う
伝
統
文
芸
を
現
代
の
高
校
生
の
手
元
に
近
づ
け

る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。
私
は
こ
こ
に
〔
五
一
改
訂
時
代
〕
か
ら
〔
六
○

改
訂
時
代
〕
へ
の
短
歌
教
材
の
扱
い
の
大
き
な
変
化
を
見
る
。

し
か
し
、
作
者
が
高
校
生
に
限
ら
れ
て
い
る
こ
と
、
そ
の
ゆ
え
に
当
然
な

が
ら
作
品
が
生
活
の
表
面
し
か
と
ら
え
得
て
い
な
い
こ
と
に
、
そ
の
真
似
は

で
き
て
も
、
人
生
や
社
会
へ
の
よ
り
広
く
よ
り
深
い
共
感
を
ば
ね
に
表
現
へ

と
高
校
生
を
飛
翔
さ
せ
る
「
力
」
が
足
り
な
い
よ
う
に
思
う
。
こ
の
不
足
感

を
満
た
し
て
く
れ
る
の
が
、
後
述
す
る
「
『
無
名
者
の
歌
』
抄
」
で
あ
る
。

な
お
、
《
Ｂ
》
《
Ｃ
》
《
Ｄ
》
の
よ
う
に
解
説
（
鑑
賞
）
教
材
と
作
品
教
材

が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い
る
方
式
の
短
歌
教
材
に
、
「
短
歌
盤
賞
」
＋
「
藤
の

花
ぶ
さ
」
〈
Ｋ
学
社
『
現
代
国
語
一
』
（
見
本
本
、
検
定
、
印
刷
、
刊
行
年
表
示
な

し
、
編
集
者
に
志
賀
直
哉
・
久
松
潜
一
の
名
あ
り
）
〉
・
「
作
歌
の
道
程
」
＋
「
近

代
短
歌
」
〈
Ｔ
書
籍
『
新
訂
現
代
国
語
一
』
（
一
九
七
二
年
検
定
済
見
本
本
）
〉
．
「
私

の
短
歌
鑑
賞
」
＋
「
近
代
短
歌
抄
」
〈
Ｏ
社
『
新
編
現
代
国
語
１
』
二
九
七
六

年
）
〉
・
「
短
歌
の
鑑
賞
」
＋
「
青
春
の
日
」
〈
Ｓ
図
書
『
現
代
国
語
一
新
訂
版
』
（
一

九
八
○
年
）
〉
１
以
上
い
ず
れ
も
〔
六
○
改
訂
時
代
〕
ｌ
が
あ
る
こ
と
が

手
元
の
教
科
書
に
よ
っ
て
確
認
で
き
る
。

短
歌
教
材

《
Ｅ
》
は
〔
七
八
改
訂
時
代
〕
の
教
材
で
あ
る
。
俳
句
教
材
と
の
併
置
の

形
態
を
と
っ
て
い
る
。
大
岡
信
の
『
折
々
の
う
た
』
か
ら
の
抄
出
再
編
で
あ

る
「
折
々
の
う
た
」
が
《
Ａ
》
～
《
Ｄ
》
に
お
け
る
解
説
（
鑑
賞
）
教
材
に

相
当
す
る
と
考
え
ら
れ
な
く
も
な
い
の
で
あ
る
が
、
こ
の
教
科
書
に
お
け
る

扱
い
は
独
自
性
の
強
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
「
作
品
」
に
は
、
晶
子
・
啄
木

・
節
・
逼
空
・
近
藤
芳
美
の
短
歌
が
二
首
ず
つ
、
子
規
・
杉
田
久
女
・
中
村

草
田
男
・
西
東
三
鬼
・
加
藤
椴
邨
の
俳
句
が
二
句
ず
つ
と
ら
れ
て
い
る
。

も
が
み
が
わ
さ
か
し
ら
な
み

「
折
々
の
う
た
」
に
は
、
短
歌
で
は
茂
吉
の
「
最
上
川
逆
白
浪
の
た
つ
ま

で
に
ふ
ぶ
く
ゆ
ふ
く
と
な
り
に
け
る
か
も
」
・
寺
山
修
司
の
ニ
ッ
チ
擦
る
つ

か
の
ま
海
に
霧
ふ
か
し
身
捨
つ
る
ほ
ど
の
祖
国
は
あ
り
や
」
・
俵
万
智
の
「
白

菜
が
赤
帯
し
め
て
店
先
に
う
っ
ふ
ん
う
っ
ふ
ん
肩
を
並
べ
る
」
の
三
首
と
そ

の
鑑
賞
文
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
俵
万
智
の
短
歌
が
高
校
生
た
ち
の
短

歌
表
現
意
欲
を
ど
れ
ほ
ど
喚
起
し
た
こ
と
か
、
否
、
現
代
短
歌
に
ど
れ
ほ
ど

の
革
命
的
な
影
響
を
与
え
た
こ
と
か
に
つ
い
て
は
、
こ
こ
で
言
及
す
る
必
要

も
な
い
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
俵
流
の
「
軽
さ
」
は
時
代
の
「
軽
さ
」
そ
の
も

の
で
あ
り
、
社
会
の
弛
緩
の
一
面
で
も
あ
る
。
そ
う
い
つ
ま
で
も
続
く
べ
き

こ
が
れ
む
Ｌ
な
げ
う

も
の
と
は
考
え
な
い
。
ち
な
み
に
、
俳
句
で
は
、
高
浜
虚
子
の
「
金
亀
子
郷

や
み
み
ず
ぱ
な

つ
闇
の
深
さ
か
な
」
、
芥
川
龍
之
介
の
「
水
演
や
鼻
の
先
だ
け
暮
れ
残
る
」
、

せ
き

尾
崎
放
哉
の
「
咳
を
し
て
も
一
人
」
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

一
九
九
八
年
度
こ
の
教
科
書
を
使
っ
た
私
は
、
「
『
折
々
の
う
た
』
の
大

＊
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《
Ｆ
》
は
〔
六
○
改
訂
時
代
〕
の
教
材
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
三
教
材
が
収

め
ら
れ
て
い
る
。
「
『
無
名
者
の
歌
』
抄
」
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
「
い
の
ち
ひ
と

む
き
に
」
と
並
べ
て
み
る
と
、
「
『
無
名
者
の
歌
』
抄
」
は
解
説
（
鑑
賞
）
教

材
と
み
ら
れ
な
く
も
な
い
が
、
「
折
々
の
う
た
」
と
お
な
じ
く
独
自
性
の
強
い

も
の
と
考
え
た
い
。
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
と
「
い
の
ち
ひ
と
む
き
に
」
が
作
品

教
材
で
あ
る
。
前
者
は
茂
吉
の
『
赤
光
』
の
な
か
の
連
作
「
死
に
た
ま
ふ
母
」

五
十
九
首
か
ら
、
事
態
の
進
展
に
沿
っ
て
十
三
首
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

全
体
の
物
語
的
な
構
成
が
一
首
の
解
釈
を
た
す
け
、
理
解
と
共
感
を
深
め
る

度
合
い
は
大
き
い
と
思
う
。
《
Ｇ
》
は
こ
の
連
作
の
効
果
を
確
認
し
得
る
格
好

の
教
材
で
あ
る
。
吉
野
秀
雄
が
妻
は
つ
子
の
死
の
前
後
を
詠
ん
だ
「
短
歌
百

余
章
」
か
ら
二
十
四
首
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
後
者
に
は
吉
野
秀
雄
・

修
・
佐
太
郎
・
柊
二
の
作
品
が
四
首
ず
つ
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
《
Ｆ
》
方
式
に
近
い
配
列
の
短
歌
教
材
に
、
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
「
短

岡
信
氏
の
要
領
で
、
『
作
品
』
の
中
の
一
作
品
を
選
ん
で
、
鑑
賞
文
を
書
こ

う
。
」
と
い
う
課
題
を
出
し
た
。
「
折
々
の
う
た
」
が
出
典
・
作
者
紹
介
・

作
品
解
釈
・
鑑
賞
と
常
に
お
な
じ
形
式
を
ふ
ん
で
い
る
点
で
は
生
徒
に
と
っ

て
と
り
く
み
や
す
い
課
題
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
鑑
賞
に
関
し
て
は
簡
潔
き

わ
ま
る
大
岡
信
の
筆
法
を
真
似
き
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
《
Ｃ
》
の
「
短

歌
の
鑑
賞
」
や
《
Ｄ
》
の
「
短
歌
に
つ
い
て
」
の
よ
う
な
解
説
（
鑑
賞
）
教

材
の
も
つ
意
義
を
改
め
て
認
識
さ
せ
ら
れ
た
。

＊

歌
の
鑑
賞
」
「
近
代
の
短
歌
」
〈
Ｇ
図
書
『
新
編
現
代
国
語
①
』
（
一
九
七
九
年
度

用
審
査
用
見
本
本
）
〉
・
「
死
に
た
ま
ふ
母
」
「
手
套
を
脱
ぐ
時
」
「
霧
深
き
朝

ｌ
新
聞
歌
壇
の
歌
Ｉ
」
〈
Ｕ
書
院
『
国
語
Ｉ
』
（
一
九
八
一
年
検
定
済
見
本
本
）
〉

が
あ
る
こ
と
が
手
元
の
教
科
書
で
確
認
で
き
る
。
前
者
は
〔
六
○
改
訂
時
代
〕

末
期
、
後
者
は
〔
七
八
改
訂
時
代
〕
初
頭
の
教
材
で
あ
る
。

さ
て
、
教
材
「
『
無
名
者
の
歌
』
抄
」
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
近
藤
芳
美
著

『
無
名
者
の
歌
』
（
一
九
七
四
年
・
新
塔
社
刊
）
か
ら
の
抄
出
再
編
で
あ
る
。
『
無

名
者
の
歌
』
は
、
一
九
五
五
年
か
ら
『
朝
日
新
聞
』
の
投
稿
歌
壇
「
朝
日
歌

壇
」
の
選
者
を
つ
と
め
て
き
た
著
者
が
、
「
一
九
七
三
年
ま
で
の
選
歌
作
品

に
よ
っ
て
、
『
民
衆
の
心
の
内
部
』
か
ら
、
日
々
の
生
活
の
中
の
喜
び
や
悲

し
み
の
跡
を
た
ど
っ
た
『
戦
後
史
』
を
書
い
て
み
た
い
と
い
う
意
図
」
（
同

教
材
筆
者
紹
介
）
に
よ
っ
て
、
膨
大
な
作
品
の
な
か
か
ら
選
び
だ
し
た
一
首

一
首
に
同
時
代
を
生
き
る
庶
民
の
生
活
感
情
へ
の
共
感
を
こ
め
て
解
釈
と
鑑

賞
を
加
え
た
労
作
で
あ
る
。
「
『
無
名
者
の
歌
』
抄
」
を
単
な
る
解
説
（
鑑

賞
）
教
材
と
は
考
え
な
い
根
拠
が
こ
こ
に
あ
る
。

目
次
を
瞥
見
す
る
と
著
者
の
意
図
と
こ
の
書
物
の
性
格
が
よ
く
わ
か
る
。

「
療
養
所
の
歌
」
「
農
民
の
歌
」
「
炭
坑
の
歌
」
「
鉄
道
員
の
歌
」
「
工
場
の

歌
」
「
教
師
の
歌
」
「
青
春
の
歌
」
「
働
く
女
ら
の
歌
」
「
愛
情
の
歌
」
「
さ
ま

ざ
ま
な
人
生
の
歌
」
「
戦
争
の
死
者
ら
の
追
憶
の
歌
」
「
死
刑
囚
の
歌
」
「
安

保
闘
争
前
後
の
歌
」
「
日
本
の
外
か
ら
の
歌
」
「
老
年
の
歌
」
「
今
日
の
日
々

＊

八



の
歌
」
等
な
ど
。
《
Ｄ
》
の
「
短
歌
に
つ
い
て
」
に
抱
く
「
不
足
感
」
を
満

た
す
も
の
が
こ
こ
に
は
あ
る
、
と
い
う
私
の
主
張
は
こ
れ
で
理
解
さ
れ
る
と

思
う
。十

七
首
の
作
品
と
そ
の
解
釈
・
鑑
賞
を
収
め
た
こ
の
教
材
は
、
私
の
三
十

二
年
間
の
高
等
学
校
国
語
科
教
員
生
活
の
な
か
で
、
出
会
え
た
こ
と
の
意
義

を
強
く
感
じ
た
教
材
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
一
九
八
一
年
度
の
初
め
に
《
Ｆ
》

の
教
科
書
を
手
に
し
た
と
き
が
最
初
で
あ
っ
た
。
教
材
と
し
て
は
こ
の
教
科

書
の
前
の
版
（
一
九
七
六
年
の
改
訂
版
）
で
初
め
て
採
択
さ
れ
た
も
の
で
、
私

が
初
め
て
授
業
の
実
践
報
告
を
し
た
の
も
こ
の
教
材
に
関
し
て
で
あ
っ
た

（
一
九
八
二
年
一
月
二
十
六
日
・
京
都
府
私
立
中
学
高
等
学
校
国
語
科
研
究
会
第
四

回
例
会
）
。

「
『
無
名
者
の
歌
』
抄
」
は
〔
七
八
改
訂
時
代
〕
に
は
「
無
名
者
の
歌
」

と
タ
イ
ト
ル
を
改
め
て
「
国
語
Ⅱ
」
に
収
め
ら
れ
た
。
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い

る
作
品
に
は
多
少
の
異
動
が
あ
る
。
「
無
名
者
の
歌
」
で
は
、
「
『
無
名
者
の

歌
』
抄
」
か
ら
四
首
分
が
削
除
さ
れ
、
か
わ
り
に
、
末
尾
に
短
歌
だ
け
が
七

首
新
た
に
加
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
七
首
は
生
徒
に
解
釈
・
鑑
賞
を
ま
か
す

教
材
と
し
て
追
加
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
解
釈
・
鑑
賞
文
つ
き
の
十
三
首
の

学
習
を
ふ
ま
え
れ
ば
お
の
ず
と
解
釈
も
鑑
賞
も
で
き
る
作
品
が
選
ば
れ
て
い

る
。
こ
の
七
首
の
な
か
の
「
か
な
し
み
を
天
に
な
げ
う
ち
は
れ
ば
れ
と
ブ
ラ

ン
コ
ふ
み
ぬ
風
き
り
て
ふ
む
」
は
、
前
掲
Ｕ
書
院
の
「
霧
深
き
朝
ｌ
新
開

歌
壇
の
歌
ｌ
」
に
も
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。

以
来
私
は
短
歌
の
学
習
の
さ
い
に
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
機
会
（
た
と
え
ば
、

Ｈ
高
等
学
校
の
一
九
九
二
年
度
の
二
年
生
の
二
学
級
を
対
象
に
「
年
間
自
主
編
成
単

短
歌
教
材

一
九
九
一
年
度
と
一
九
九
二
年
度
は
、
高
等
学
校
の
専
任
教
員
と
し
て
の

私
の
二
十
数
年
の
職
歴
の
な
か
で
初
め
て
の
学
級
担
任
の
な
い
二
年
間
で
あ

っ
た
。
そ
の
一
九
九
一
年
度
、
第
一
学
年
で
は
十
一
組
一
学
級
だ
け
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
「
国
語
Ｉ
」
の
現
代
文
分
野
三
単
位
、
教
科
書
は
Ｄ

学
習
社
版
で
あ
っ
た
。

こ
の
学
級
は
外
部
特
進
生
と
呼
ば
れ
、
系
列
中
学
校
か
ら
上
が
っ
て
く
る

内
部
特
進
生
と
と
も
に
特
進
コ
ー
ス
を
構
成
す
る
生
徒
た
ち
で
あ
っ
た
。
ち

な
み
に
、
こ
の
年
度
の
内
部
特
進
生
二
学
級
が
二
年
生
に
な
っ
た
と
き
（
一

元
学
習
」
を
試
み
た
と
き
に
、
第
二
単
元
（
世
の
中
・
社
会
〉
に
単
独
教
材
と
し
て

配
し
た
ｌ
『
論
究
日
本
文
学
』
第
五
十
八
・
五
十
九
号
で
紹
介
）
に
も
こ
の
教

材
を
生
徒
に
ぶ
つ
け
つ
づ
け
て
き
た
。
Ｃ
書
房
の
教
科
書
を
採
択
し
な
か
っ

た
年
度
に
は
コ
ピ
ー
を
と
っ
て
印
刷
し
投
げ
入
れ
教
材
と
し
た
。
私
が
こ
の

教
材
に
出
会
っ
た
と
き
の
感
動
と
共
感
を
生
徒
に
も
分
か
ち
た
か
つ
た
か
ら

で
あ
る
。

こ
の
あ
と
紹
介
す
る
一
九
九
一
年
度
の
高
校
一
年
生
十
一
組
で
の
沖
縄
研

修
旅
行
歌
集
『
赤
道
直
下
の
あ
の
近
所
』
づ
く
り
の
取
り
く
み
で
は
、
〔
七

八
改
訂
時
代
〕
の
「
無
名
者
の
歌
」
（
Ｃ
書
房
『
国
語
Ⅱ
』
・
一
九
八
三
年
）
を

投
げ
入
れ
教
材
と
し
た
。

（
短
歌
教
材
の
扱
わ
れ
方
の
典
型
六
例
を
検
討
し
て
み
て
、
ひ
と
つ
付
言
し
て
お

き
た
い
の
は
、
〔
六
○
改
訂
時
代
〕
の
豊
饒
さ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
．
）

「
無
名
者
の
歌
」
か
ら
表
現
へ

九



九
九
二
年
度
）
に
実
践
し
た
の
が
前
掲
の
「
年
間
自
主
編
成
単
元
学
習
」
の

試
み
で
あ
る
。

一
年
生
十
一
組
は
三
十
五
名
の
、
指
導
し
や
す
い
学
級
で
あ
っ
た
。
Ｈ
高

等
学
校
で
は
毎
年
二
学
期
末
に
一
年
生
が
沖
縄
に
研
修
旅
行
に
行
く
こ
と
に

な
っ
て
お
り
、
二
学
期
の
後
半
に
な
る
と
さ
ま
ざ
ま
な
事
前
学
習
が
展
開
さ

れ
た
。
「
国
語
Ｉ
」
現
代
文
分
野
担
当
の
私
は
、
沖
縄
学
習
の
国
語
教
材
と

し
て
山
之
口
摸
の
「
私
の
青
年
時
代
」
〈
Ｓ
堂
『
新
国
語
Ⅱ
』
（
一
九
八
三
年
）
〉

を
投
げ
入
れ
、
「
無
名
者
の
歌
」
の
学
習
を
経
て
、
沖
縄
で
各
自
十
首
の
短

歌
を
つ
く
っ
て
も
ら
い
歌
集
に
ま
と
め
る
こ
と
を
構
想
し
た
。
歌
集
の
タ
イ

ト
ル
を
「
赤
道
直
下
の
あ
の
近
所
」
と
す
る
こ
と
に
決
め
た
の
は
、
「
私
の

青
年
時
代
」
の
学
習
で
引
用
詩
「
会
話
」
を
扱
っ
た
と
き
で
あ
る
。
恋
人
か

ら
「
お
国
は
？
」
と
聞
か
れ
、
「
沖
縄
」
と
答
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
「
ず

っ
と
む
こ
う
」
「
南
方
」
「
亜
熱
帯
」
と
ご
ま
か
し
つ
づ
け
、
つ
い
に
「
赤

道
直
下
の
あ
の
近
所
」
と
答
え
た
と
い
う
、
沖
縄
へ
の
差
別
を
哀
し
み
、
抗

議
す
る
詩
句
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
「
無
名
者
の
歌
」
の
学
習
で
あ
る
が
、
こ
の
教
材
に
と
り
あ
げ
ら

れ
て
い
る
作
品
だ
け
を
ま
ず
列
挙
し
て
お
く
。
《
Ｄ
》
の
木
俣
修
の
「
短
歌

に
つ
い
て
」
に
私
が
抱
い
た
「
不
足
感
」
が
何
で
あ
っ
た
か
を
再
度
確
か
め

て
い
た
だ
け
る
と
思
う
。

夏
草
に
友
と
夢
み
し
サ
ー
ク
ル
誌
実
現
せ
ず
に
受
験
近
づ
く

わ
れ

わ
い

思
慕
告
げ
ず
別
れ
来
し
吾
を
潔
し
と
思
え
ど
湧
き
出
ず
る
悲
し
み
に
泣
く

い
つ
の
日
か
春
光
に
並
び
歩
み
た
き
ね
が
い
罪
の
ご
と
き
ら
め
き
の
ご
と

実
際
の
学
習
は
、
ほ
ぼ
【
学
習
の
手
引
き
】
に
し
た
が
っ
て
す
す
め
た
。

一
そ
れ
ぞ
れ
の
歌
を
読
み
味
わ
っ
て
、
心
ひ
か
れ
た
作
品
を
ノ
ー
ト
に

抜
き
出
し
て
み
よ
う
。
そ
し
て
、
ど
ん
な
点
に
心
が
ひ
か
れ
た
か
、
自

あ
ら
れ

降
る
雪
が
雨
に
霞
に
変
わ
る
街
を
歩
み
ぬ
今
日
よ
り
君
は
婚
約
者

少
女
さ
び
帰
還
の
決
意
告
げ
し
日
の
金
城
順
子
も
海
越
え
ゆ
き
ぬ

ラ
ジ
オ
講
座
学
ぶ
女
子
工
に
夜
警
所
の
机
ゆ
ず
り
て
巡
視
に
立
て
り

な
だ
み
ち

白
つ
つ
じ
雪
崩
る
る
ご
と
く
咲
く
路
を
素
足
に
踏
み
て
苗
植
え
に
ゆ
く

こ
ん
こ
ん

大
根
も
菜
も
漬
け
終
わ
り
雪
と
な
り
し
こ
よ
い
は
妻
の
昏
々
と
ね
む
る

な
り
わ
い

ま
く
ら

や
が
て
死
ぬ
娘
に
て
あ
れ
ど
生
業
の
靴
つ
く
り
や
り
枕
べ
に
置
く

か
ざ
は
な

ほ
う

幼
き
わ
れ
に
風
花
を
教
え
し
父
よ
葬
り
の
日
な
お
心
に
も
舞
う

し
ら
は
ぎ
も
ろ
て

ゆ

月
光
に
光
る
白
萩
両
手
も
て
触
れ
て
征
き
し
学
徒
兵
君
は
も

戦
い
の
ま
こ
と
何
か
は
知
ら
ず
と
も
失
い
し
父
の
墓
に
う
ず
く
ま
る
子
は

ぬ

汚
染
な
き
を
必
死
に
告
げ
つ
つ
売
り
歩
く
わ
れ
も
わ
が
荷
も
濡
れ
て
冷
た
し

（
以
上
は
近
藤
芳
実
の
解
釈
・
鑑
賞
付
き
）

す
わ
ぬ
く

雪
に
ま
み
れ
走
り
来
し
列
車
引
き
継
い
で
坐
る
運
転
席
友
の
温
も
り

か
い
あ
ぜ

百
姓
に
生
ま
れ
し
こ
と
の
幸
不
幸
月
夜
に
ひ
と
り
峡
の
畦
塗
る

あ
左

み
と
せ

子
ら
坑
に
死
な
し
て
三
年
春
め
ぐ
る
閉
山
の
町
に
生
き
て
老
醜

こ
よ
い

夜
学
三
年
学
び
終
え
た
る
少
年
工
を
今
宵
は
祝
う
老
工
わ
れ
ら

か
な
し
み
を
天
に
な
げ
う
ち
は
れ
ば
れ
と
ブ
ラ
ン
コ
ふ
み
ぬ
風
き
り
て
ふ
む

魚
売
り
悲
し
き
ま
で
に
生
臭
き
父
を
愛
す
る
末
娘
わ
れ
は

わ
れ

肩
も
触
る
る
近
き
に
坐
れ
ど
君
は
た
だ
受
験
の
こ
と
の
み
吾
に
問
い
け
り

（
以
上
は
作
品
の
み
）

四
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分
の
こ
と
ば
で
メ
モ
し
て
お
こ
う
。

↓
こ
の
年
度
も
、
翌
年
度
も
生
徒
が
最
も
多
く
「
心
ひ
か
れ
た
作
品
」

は
「
や
が
て
死
ぬ
娘
に
て
あ
れ
ど
生
業
の
靴
つ
く
り
や
り
枕
べ
に
置

く
」
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
三
年
度
の
一
年
生
で
は
、
こ

の
歌
と
「
夏
草
に
友
と
夢
み
し
サ
ー
ク
ル
誌
実
現
せ
ず
に
受
験
近
づ

く
」
と
が
同
数
と
な
っ
た
。

二
全
体
を
読
み
返
し
て
、
も
う
一
度
、
次
の
観
点
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
の
歌

を
確
か
め
て
み
よ
う
。

⑦
題
材
が
身
近
で
、
自
分
の
気
持
ち
に
ぴ
っ
た
り
す
る
も
の
。

⑦
自
然
や
生
活
の
描
写
が
印
象
的
な
も
の
。

②
社
会
の
動
き
を
よ
く
反
映
し
て
い
る
も
の
。

↓
こ
の
後
私
は
、
各
作
品
へ
の
近
藤
芳
美
の
解
説
文
が
解
釈
の
部
分

と
鑑
賞
の
部
分
と
か
ら
成
っ
て
い
る
こ
と
を
確
認
さ
せ
、
文
語
表
現

や
句
切
れ
や
体
言
止
め
な
ど
に
つ
い
て
作
品
に
即
し
て
説
明
し
、
沖

縄
で
は
こ
の
よ
う
な
技
法
も
試
み
て
み
よ
う
、
と
話
し
た
。

三
「
雪
に
ま
み
れ
：
：
：
」
以
下
の
歌
に
つ
い
て
、
作
者
の
年
齢
や
生

活
環
境
を
推
測
し
、
作
品
の
描
写
を
通
し
て
、
歌
わ
れ
て
い
る
情
景
を

で
き
る
だ
け
具
体
的
に
思
い
描
い
て
み
よ
う
。

四
一
つ
の
作
品
を
取
り
上
げ
て
、
鑑
賞
文
を
書
い
て
み
よ
う
。

↓
私
は
こ
の
課
題
を
、
「
三
」
の
七
首
の
な
か
の
一
首
を
選
ん
で
書

く
よ
う
に
、
と
指
示
し
た
。

こ
の
よ
う
な
事
前
学
習
を
し
て
お
い
て
、
十
首
の
作
品
を
書
き
と
め
る
用

紙
を
ポ
ケ
ッ
ト
に
生
徒
た
ち
は
沖
縄
に
出
発
し
た
。
学
級
担
任
の
な
か
っ
た

短
歌
教
材

私
も
付
き
添
い
と
し
て
参
加
し
た
。
知
り
合
い
の
生
徒
は
こ
の
三
十
五
人
だ

け
な
の
で
、
四
日
間
ほ
と
ん
ど
行
動
を
共
に
し
た
。

作
品
の
提
出
日
は
三
学
期
の
最
初
の
授
業
の
時
と
指
示
し
て
あ
っ
た
が
、

全
員
の
作
品
が
集
ま
っ
た
の
は
約
一
週
間
後
で
あ
っ
た
。
一
人
に
つ
き
七
首

か
ら
八
首
を
私
が
選
び
だ
し
、
Ｂ
６
横
判
見
開
き
ニ
ペ
ｌ
ジ
に
印
刷
し
、
ロ

ン
グ
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
一
時
間
を
も
ら
っ
て
全
員
で
製
本
作
業
を
し
て
、
七
十

ペ
ー
ジ
の
歌
集
『
赤
道
直
下
の
あ
の
近
所
』
が
完
成
し
た
の
は
二
月
十
日
で

あ
っ
た
。
「
ま
え
が
き
」
を
学
級
代
表
の
Ｋ
君
が
書
き
、
表
紙
は
Ｙ
君
が
沖

縄
の
多
く
の
慰
霊
碑
を
組
み
合
わ
せ
た
絵
で
、
裏
表
紙
は
Ａ
君
が
守
禮
の
門

の
絵
で
飾
っ
て
く
れ
た
。
こ
の
歌
集
を
全
員
に
配
布
し
、
そ
の
な
か
か
ら
自

分
の
作
品
以
外
の
一
首
を
選
ん
で
鑑
賞
文
を
書
く
こ
と
を
最
後
の
課
題
と
し

た
。
全
員
が
提
出
し
た
の
を
印
刷
し
て
配
布
し
た
。

こ
の
歌
集
は
、
怠
惰
な
私
が
国
語
科
教
員
歴
二
十
数
年
を
す
ぎ
て
初
め
て

つ
く
っ
た
生
徒
の
作
品
集
で
あ
る
。
そ
し
て
、
翌
年
の
「
年
間
自
主
編
成
単

元
学
習
」
の
記
録
文
集
で
あ
る
『
こ
の
手
に
載
る
ほ
ど
の
証
明
書
』
か
ら
一

九
九
九
年
の
『
命
（
ぬ
ち
こ
ま
で
、
私
は
年
一
冊
の
文
集
づ
く
り
を
継
続

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
学
級
担
任
の
な
い
二
年
間
が
そ
の
発
火
点
で
あ
っ
た
。

教
材
「
無
名
者
の
歌
」
が
生
徒
の
短
歌
観
を
変
え
、
表
現
へ
と
飛
翔
さ
せ

た
一
例
と
し
て
、
Ｋ
君
が
書
い
た
「
ま
え
が
き
」
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

私
は
、
短
歌
は
古
臭
く
形
式
的
な
も
の
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

ま
え
が
き

四
一



な
お
、
「
無
名
者
の
歌
」
を
生
徒
の
短
歌
表
現
に
活
か
し
た
全
力
的
な
教

育
実
践
に
神
戸
工
業
高
等
学
校
（
夜
間
定
時
制
）
の
南
悟
教
諭
の
活
動
が
あ

る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。
『
定
時
制
高
校
青
春
の
歌
』
二
九
九
四
年

・
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
三
五
二
・
『
ニ
ッ
カ
ボ
ッ
カ
の
歌
』
（
二
○
○
○
年
・
解

放
出
版
社
）
の
二
箸
が
あ
る
。

す
ぐ
れ
た
教
材
が
生
徒
の
表
現
意
欲
を
喚
起
す
る
こ
と
は
Ｋ
君
の
「
ま
え

が
き
」
が
よ
く
語
っ
て
い
る
が
、
表
現
に
は
そ
れ
が
立
ち
あ
が
っ
て
く
る

「
場
」
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
こ
と
を
、
こ
の
と
き
の
取
り
く
み
の
一
経
緯

と
い
う
一
首
で
し
た
。
私
は
中
学
の
時
に
片
思
い
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の

歌
は
私
を
中
学
時
代
の
私
に
重
ね
、
そ
の
時
の
自
分
の
相
手
へ
の
思
い
を
思
い

出
さ
せ
、
感
動
し
ま
し
た
。
そ
し
て
自
分
も
こ
の
よ
う
な
短
歌
を
つ
く
り
た
い

と
思
い
ま
し
た
。
（
以
下
省
略
）

今
年
度
の
二
学
期
に
、
「
無
名
者
の
歌
」
と
い
う
新
聞
投
稿
歌
に
よ
る
教
材
を

勉
強
し
た
こ
と
で
、
短
歌
は
、
自
分
の
感
じ
た
こ
と
や
考
え
を
思
い
の
ま
ま
に

表
現
で
き
る
文
学
だ
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。

そ
の
「
無
名
者
の
歌
」
の
な
か
で
私
が
最
も
感
動
し
た
歌
は
、

思
慕
告
げ
ず
別
れ
来
し
我
を
潔
し
と
思
え
ど
湧
き
出
ず
る
悲
し
み
に
泣
く

表
現
が
立
ち
あ
が
る
場

じ
つ
は
、
一
九
九
一
年
十
二
月
二
十
二
日
の
夕
方
、
Ｎ
君
と
Ｍ
君
と
私
は
、

研
修
旅
行
の
最
終
宿
泊
地
オ
ク
マ
リ
ゾ
ー
ト
の
海
岸
に
腰
を
お
ろ
し
て
東
中

国
海
に
沈
む
夕
日
を
眺
め
て
い
た
の
で
あ
る
。
私
は
写
真
を
撮
ろ
う
と
し
て

い
た
。
沖
に
浮
か
ぶ
ョ
ツ
ト
の
帆
柱
と
風
を
は
ら
ん
だ
帆
の
間
に
太
陽
が
入

は
私
に
実
感
さ
せ
て
く
れ
た
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
最
後
に
言
い
添
え
て

お
き
た
い
・

歌
集
『
赤
道
直
下
の
あ
の
近
所
』
に
Ｎ
君
の
次
の
よ
う
な
作
品
が
載
っ
て

い
る
。こ

の
作
品
に
対
し
て
、
Ｍ
君
は
次
の
よ
う
な
鑑
賞
文
を
書
い
て
い
る
。

こ
の
作
品
は
研
修
旅
行
の
三
日
め
、
オ
ク
マ
の
砂
浜
か
ら
見
た
夕
日
を
歌
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。
作
者
は
こ
の
時
、
夕
日
の
沈
む
速
さ
を
見
て
、
時
間
の
速

さ
を
感
じ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
研
修
旅
行
を
名
残
惜
し

ん
で
い
る
と
思
う
。
そ
し
て
、
ひ
め
ゆ
り
の
塔
・
糸
数
壕
・
宮
良
ル
リ
さ
ん
の

話
な
ど
で
学
ん
だ
沖
縄
戦
の
無
残
さ
を
思
い
出
し
、
二
度
と
、
こ
の
美
し
い
沖

縄
の
地
を
、
夕
日
で
真
っ
赤
に
染
ま
っ
た
空
の
よ
う
に
、
血
で
真
っ
赤
に
染
め

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
思
っ
た
の
だ
ろ
う
。
一
見
、
夕
日
の

風
景
を
た
だ
見
た
ま
ま
に
歌
っ
て
い
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
歌
の
中
に
は
、
作
者

の
さ
ま
ざ
ま
な
沖
縄
に
対
す
る
思
い
が
含
ま
れ
て
い
る
よ
う
な
気
が
す
る
。

太
陽
が
沈
み
消
え
ゆ
く
水
平
線
真
っ
赤
に
染
ま
る
沖
縄
の
空
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っ
た
ら
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
押
そ
う
と

構
え
て
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
横

で
、
Ｎ
君
は
「
太
陽
が
…
…
」
の

歌
を
推
敲
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

Ｍ
君
は
三
日
間
の
研
修
旅
行
の
印

象
を
反
す
う
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

の
ち
に
Ｎ
君
の
こ
の
作
品
を
見
つ

け
た
Ｍ
君
は
、
お
そ
ら
く
濤
曙
せ

ず
こ
の
作
品
の
鑑
賞
文
を
書
く
こ

と
に
し
た
の
だ
。
こ
の
鑑
賞
文
は

Ｍ
君
に
し
か
書
け
な
い
も
の
で
あ

り
、
彼
は
Ｎ
君
の
作
品
を
通
し
て

自
分
の
沖
縄
体
験
を
語
っ
て
い
る

そ
も
そ
も
、
二
○
○
○
年
十
二
月
二
十
三
日
の
国
語
教
育
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
で

の
私
の
報
告
は
、
短
歌
教
材
に
よ
る
実
践
報
告
を
し
て
い
た
だ
く
予
定
で
あ

っ
た
方
の
急
な
事
情
に
よ
る
辞
退
を
う
け
て
の
代
役
的
な
も
の
で
あ
り
、
そ

の
実
践
例
は
ふ
る
く
一
九
九
一
年
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
提
示
し
た
資
料
も
、
二
○
○
○
年
三
月
に
本
務
校
を
退
職
し
た
私

の
で
あ
る
。

私
は
シ
ャ
ッ
タ
ー
チ
ャ
ン
ス
を
逸
し
た
〈

お
わ
り
に

短
歌
教
材

寒冒…驚
訴

蕊
舞霧騨醗

蕊

の
手
元
に
あ
る
限
ら
れ
た
高
等
学
校
国
語
科
教
科
書
（
古
い
見
本
教
科
書
の
廃

棄
の
た
び
に
受
領
し
て
き
た
も
の
で
、
そ
の
収
集
に
系
統
性
は
な
い
）
に
よ
る
も

の
で
、
あ
る
教
材
の
初
採
択
時
の
確
認
、
あ
る
い
は
、
お
な
じ
教
材
の
改
訂

毎
の
内
容
の
異
同
の
調
査
も
わ
ず
か
し
か
で
き
て
い
な
い
。
自
分
が
使
っ
た

教
科
書
を
中
心
に
し
て
、
た
ま
た
ま
手
元
に
あ
っ
た
も
の
を
案
配
し
た
だ
け

の
不
十
分
な
資
料
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
事
情
で
あ
る
か
ら
、
編
集
部
か
ら
執
筆
を
依
頼
さ
れ
た
と
き
、

受
け
て
よ
い
も
の
か
ど
う
か
、
ず
い
ぶ
ん
迷
っ
た
。
迷
っ
た
結
果
、
け
つ
き

よ
く
駄
文
を
草
し
た
の
は
、
「
は
じ
め
に
」
に
書
い
た
よ
う
に
、
若
い
人
た

ち
を
追
い
つ
め
る
現
代
日
本
社
会
の
状
況
を
ふ
ま
え
た
「
表
現
学
習
」
へ
の

思
い
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
文
章
を
読
ん
で
い
た

だ
く
よ
り
は
、
南
悟
氏
の
二
冊
の
著
書
を
読
ん
で
い
た
だ
く
こ
と
の
ほ
う
が

よ
ほ
ど
意
味
が
あ
る
こ
と
を
、
付
記
し
て
お
き
た
い
。

（
お
お
い
し
．
ま
さ
か
つ
本
学
非
常
勤
講
師
）
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